	平成２５年度

第４回　羽 黒 地 域 審 議 会

会　議　録　（概要）




期　日　：　平成２５年１１月２２日（金）

場　所　：　羽黒公民館　講堂
平成２５年度　第４回  羽黒地域審議会会議録 （概要）

○日　時  平成２５年１１月２２日（金）１４時００分～１６時００分
○場　所　羽黒公民館 講堂
○出席委員（順不同）
　　山本 興治、金野 信勇、岡部 彌一郎、高田 志郎、山田 勝実、山口 平、早坂 一広、加藤 欣也、勝木 正人、山田 鉄哉、田村 廣実、小南 孝子、庄司 晴一

○欠席委員

　　島津 慈道、富樫 篤、阿部 良一、星野 博、鈴木 史子、土岐 由紀
○市出席者

羽黒庁舎　支所長　武田 功之、 総務企画課長　榎本 光男、
総務企画課主幹　佐藤 茂巳、市民福祉課長 國井 儀昭、
産業課長　岩城 公志、観光商工室長　佐藤 潤到、

東部建設事務室長　高橋 親孝、東部税務事務室長　山口 弘男、

総務企画課総務地域振興主査　佐藤 繁義、
総務企画課専門員　齋藤史健、
総務企画課主事　伊藤 寛実、工藤 徳将
次 第
１　開　　会

２　あいさつ
３　協　　議

（１）鶴岡市総合計画後期基本計画の素案について
　　　・羽黒地域振興計画の概要について
（２）協議テーマ「市民協働で進める羽黒の観光」に係る提言書（案）について

（３）第１回、２回地域審議会における質問、指摘事項等について
（４）その他
４　閉　　会
【会議の概要及び発言要旨】

１　開　　会　（１４時００分）　
２　あいさつ　　会長　金野 信勇委員　　支所長　武田 功之
３　協　　議

（１）鶴岡市総合計画後期基本計画の素案について

　　　・羽黒地域振興計画の概要について
　資料に基づき説明

＜質疑応答＞

田村 廣実委員：　資料について何点か質問させていただく。まず、資料２の４「地域振興の方針に基づく施策」について、中核的な鶴岡地域が入っていないのはなぜか。それから資料３について、少子化に取り組んでいるが、その原点となる婚活についてどの点で述べられているのか。また、資料９について、「地域振興の方向」本文中に「観光と農業を基軸とした」という文言があるが、観光と農業を一本化した取組みのグリーンツーリズムについて触れられていないように思う。それから同じく資料９について、地域防災の機能強化に関して具体的にはどのようなことを示されているのか。また、庁舎建設について、以前から図書館機能を含めた施設という説明があったと思うが、公民館やコミセンの図書館や羽黒第一小学校の修学館という歴史ある施設などとの関連性についてはどのように考えているのか。
企画調整 長南：　「地域振興の方針に基づく施策」に鶴岡地域が入っていないという質問について、現在の地域振興ビジョンに関しては、合併した新鶴岡市であっても、それぞれの地域の特性がなくならないようにということで策定した経緯がある。その中で鶴岡地域については、人口規模的にも経済規模的にも他地域と比べ大きく、鶴岡地域の取組みは比較的鶴岡市全体の取組みとなっている。そこで、それ以外の地域の特色が損なわれないように、地域の特色を活かした取組みということで、市全体の取組みを補完するという形で内容をまとめたものが「地域振興の方針に基づく施策」である。そうした観点から、鶴岡地域については全体的な計画の中で包括されているという観点から記載していない。

　　　　　　　 婚活に関する取組みや、グリーンツーリズムについては、構成案はあくまでも体系が大きい部分のものであるので記載されていない。この審議会で、詳細な資料を示すことができればよかったが、現在同時進行で、各専門委員会で内容について検討している段階であり、この二つについても主な施策の中に位置づけるということで審議中である。内容が固まった段階で、来年１月には具体的な内容を審議会にお示しし、ご意見をいただきたいと考えている。
　　　　　　　 地域防災機能についての具体的な内容については、手持ち資料を調べて後ほど回答する。
総務企画 佐藤：　資料９に関する部分について。まず、 グリーンツーリズムに関しては、主な施策の項目に記載はないが、内容の部分で検討している。地域防災については、地震や水害、遭難などの災害に対応できる庁舎機能に関して、今後消防や各種団体と連携し羽黒地域全体で検討していくということでご理解いただきたい。
 総務企画主幹：　市立の図書館は、鶴岡市立図書館本館をはじめ各地域にその分館が設置されている。また、市立図書館本館では、移動自動車文庫ということで３，０００冊の本を積んで移動図書機能のサービスを行っている。質問にあった図書館については、公民館の中にある図書コーナー、それから学校図書館のことだと思う。市立の図書館では、本の貸し出しやその他サービスを提供しており、学校図書館では児童生徒の学習教材としての役割を果たす図書を整備している。公民館の図書コーナーの詳細について把握していない。今申し上げた３つの図書館の機能については、それぞれが役割を分担している。
企画調整 長南：　地域防災について。現在専門委員会で審議している内容では、自主防災組織による中核的な人材の確保と推進、災害時に身体障害者や高齢者を含むすべての住民が避難することができる自主防災体制の構築のための支援、各種災害ハザードマップ作成による災害予防及び減災対策に関する情報周知、そして各地域実態に即した避難支援交流計画の策定を主な施策としている。
田村 廣実委員：　羽黒地域では自主防災訓練を実施すると１万円の補助があった。しかし財政難等により削減された。鶴岡市は自主防災組織の組織率は断トツで高い。しかし組織を作ったものの、肝心の訓練が行われていない状況がある。いざというきに備えて訓練を行うことが重要であるので、集落に対する補助を復活させるという考えはないか。
　　　支所長：　補助金に関しては組織率を高めるための呼び水であったと思う。このため組織化が進んだ現時点では補助金を復活するということはないと考えている。訓練については、行政・消防と協力をしながら自主防災組織で自主的に行っていただきたい。また、行政でも呼びかけをしていくが、組織の方でも訓練をするという意識づくりをしていただくなど、両者が一緒になり連携・協力して進めていきたい。
　　金野会長：　これからいろんな課題がでてくると思うが、地域の課題として捉えていかなければならない。今すぐできる、できないということもあるかもしれないが、もう一度課題として見直すことは見直すという形で提言を取り扱うようにしてほしい。

高田 志郎委員：　資料３「第６章第３節安全安心な生活基盤の整備（１）快適で安全・安心な住宅環境整備」について。現在、手向地区に空き家でとても危険な箇所があるので早急に対応してほしい。この場所は通学経路でもあるので声を大にしてお願いしたい。
 　　　支所長：　現地については過去に通行止めとした経過もあり、空き家条例等も制定されているがすぐに対応できる状況にはない。所有者の親族の連絡先・所在を把握して連絡をとってはいるものの残念ながら改善の結果は得られていない。今後については、また通行止めをしなければならないこともあるかもしれないが、その際は地域と協議をさせていただくことをお願いしたい。
高田 志郎委員：　他人所有の家屋に雪止めなどの措置を講じることはできるのか。
東部建設事務室長：　現在空き家であっても所有者がいるということをご理解いただきた
い。
　　金野会長：　この課題をどうするのか、今後どのように対応するのか検討していただきたい。

岡部彌一郎委員：　資料９「１）観光の振興　○施策の方向」の文言中に、「映画を活用した誘客、既存の観光施設の連携による周遊ルートを整備し、滞在型の観光誘客施策を強化するなど」とある。以前、他県の方が映画ロケを視察にきたとき、売店も何もないと言って呆れて帰っていったという話を聞いたことがある。庄内映画村自体を盛り上げていく内容も施策の中に入れていただきたい。
　　　支所長：　ロケ支援等で行政ができることとして、映画村へ来たお客さんを他の施設に周遊させるといった施策をとっている。今のご意見については内部のことでもあるので庄内映画村へ伝えたいと思う。

（２）協議テーマ「市民協働で進める羽黒の観光」に係る提言書（案）について
　資料に基づき説明

＜質疑応答＞

庄司 晴一委員：　住んでいる人たちだけでなく、観光に来る方が安全・安心に通行できるように、広瀬地区では南部農道への信号設置にむけて動いている。２・３日前には事故があったし、過去には死亡事故も発生している。信号機の設置に向けて市の機関も含めて関係機関等からも動いていただきたい。
　　　支所長：　信号機の設置に関しては、市の財源単独ではできない。重要なのは、行政も含めて地域が、例えば安協や自治会などが要望活動展開することである。また、農道や県道については、事故があったからといってすぐに設置するということにはならない状況であるということもご理解いただきたい。要望活動とあわせてという形になると思うが、現場を見ると標識を大きくして目立つようにするなど、それに替わる方策も検討できると思うので、総務企画課と打ち合わせをしながら進めてほしいと思う。
　　金野会長：　７ページに「国道１１２号線からのアクセス改良」とあるが、可能性としてはどれくらいあるのか。

支所長：　この提言を契機に関係機関への働きかけというような動きになると思う。
庄司 晴一委員：　早期に対策していきたいという思いで広瀬地区区長会でも動いていく。行政とも一緒に協力してやっていきたいと考えているのでよろしくお願いしたい。

早坂 一広委員：　羽黒山の観光客は、一時期の１８０万人から現在はその３分の１となり毎年減っていると言われているが、直接観光に携わるものとしてはあまり大きな変化はないと感じている。むしろ羽黒山へ行こうという意識を持っている方が増えているようにも思う。羽黒山の癒しだとか、スピリチュアルな要素・修行を求めて羽黒山へくる人が増えているので、修行を前面に打ち出した観光を進めていくことも一つである。また、これからの羽黒山の観光を考えるとするならば、羽黒地域全体で歴史や文化などについて学ぶ環境をつくることや、１０年後２０年後５０年後の将来を考え今の子供たちへの教育することが大切である。羽黒第一小学校では、歴史や文化をすごく細かく教育されている。羽黒地域全体でこういった教育を行い、羽黒山の文化や伝統を学ぶことで意識を高めるということに繋がると考えている。そういった部分に着眼して進めていきたい。
小南 孝子委員：　羽黒地域の資源を活かした観光ルートの整備について、精進料理プロジェクトとあるが、今なぜ精進料理なのかということを出していくべきだと思う。地元の方の中には精進料理の必要性を今さら見出す必要はないという考えの方もいる。住民の意識を変えていく必要があると思う。地元の方にもアピールする。例えば、地産地消で旬のものを旬の時期に食べるということを女性部や婦人会などと協力しながら、地元の人にもアピールしていくようなことが大切だと思う。
庄司 晴一委員：　羽黒地域の人にとっても、精進料理についてなじみがないということもあると思うので認知してもらう必要がある。

総務企画主幹：　昨年５月に発足した精進料理プロジェクトでは、精進料理を軸にした地域活性化や地域振興の活動をされている。公民館でも、生涯学習の一つの取組みとして、今年度精進料理を取り上げている。昨日、手向地区公民館を会場に料理教室を開催し３０名の参加者があった。たいへん好評であったので、今後も拡大していきたい。
 　　　支所長：　羽黒の観光振興というと手向だけのものだというご意見をいただくことが多い。この意識をなくして地域全体で盛り上げていく形で進めていきたい。また、羽黒地域の振興を図っていくためには、やはり観光だと思うし、農業も重要であると思う。ただいまの貴重なご意見を参考に羽黒地域全域で盛り上げて、交流人口の増大による地域経済の活性化につなげていくための施策を探っていきたい。
田村 廣実委員：　表紙の写真については、羽黒地域からの提言ということでライトアップした五重塔の写真をぜひ使われたらどうかと思う。それから、　　　　　　　３Ｐにある「高校生の活用」に関しては、より具体的にはどのようなことか。また、４Ｐにある蜂子皇子にちなんだ愛称とはどのようなものか。変なイメージが付くようだと開祖に失礼にあたるのではないか。

　　　　　　　加えて、月山公園線拡幅整備について、道路状況の現地調査は現在も行っているのか伺いたい。
観光商工室長：　月山公園線拡幅整備に関する課題の検討・調整、国や県に対する要望活動の強化の具体的な方策の２番目に、出羽三山地区観光開発促進期成同盟会での検討や実態調査ということで記載しているが、平成２３年度に期成同盟会と庄内総合支庁が一緒になって調査し、具体的な整備箇所やこれからの計画を作り検討を行っている。さらには、拡幅しなくても例えば側溝に蓋をかければバス等が通れるようになるなど、具体的な内容も含め要望をしているところである。Ｐ４の具体的方策の「蜂子皇子にちなんだ愛称」という表現は、改めて読み直すと違和感もあるので、委員のご意見を聞きながら表現を検討していきたい。

高校生の活用については、具体的には鶴岡中央高校の生徒による松ヶ岡開墾場で行われたシルクプロジェクトのファッションショーや三ツ橋にある観光案内タワーの山伏の絵を羽黒高校の生徒から描いてもらったことなどであり、このよう形で高校生の力発揮していただきたいということである。文言についてはもう少し検討する。
総務企画 佐藤：　文言修正に関しては、内容も含めて本日のご意見を元に必要な調整を行い、確認のために修正を加えたものを委員に送付する。その上で再度ご意見をいただき、最終段階では、会長から確認を頂いて、１２月１６日に市長に会長から手渡しする予定で進めさせていただきたい。
　　金野会長：文言について最終的にチェックする。

勝木 正人委員：　「南部道路」という名称はなかなかわかりにくいということがある。愛称の募集などをもう少し強く打ち出してほしい。

　　金野会長：　これも一つの課題・提言としてまとめ、検討してほしい。

山本副会長：　勝木委員からあったように、「南部道路」については名称をつけたが
ＰＲになると思う。７Ｐに記載がある期成同盟会については、前の協
力会を解散させて、区長さんやその他団体で、安全な羽黒街道の早期

実現、羽黒山バイパスの早期開通のために、地域一丸となって声を上
げていこうということで新たに発足したものである。看板等の話もで
ているので、審議会と連携しながらすすめていきたいと思うのでよろ
しくお願いしたい。
　　金野会長：　文言・内容等をもう一度見直して提言書の作成をお願いしたい。
（３）第１回、２回地域審議会における質問、指摘事項等について
　資料に基づき説明

＜質疑応答＞

質疑なし
（４）その他

・広域コミュニティコミュニティ組織設立日程関係（に係る進捗状況について

　資料に基づき説明

＜質疑応答＞

質疑なし

・学校適正配置に係る羽黒地域の懇談会等開催状況（進捗状況）について

　資料に基づき説明

＜質疑応答＞

質疑なし

　　金野会長：　羽黒二小、羽黒三小については、受け入れ体制は整っているということでよいか。

総務企画主幹：　具体的には羽黒四小については羽黒三小との統合が検討されるが、現時点で羽黒三小については具体的な申入れはしていない。四小地区の懇談会で報告し、その結果を受けて地域検討委員会で具体的に統合のための準備委員会を設立する。そして、統合準備を進めると決定いただいた段階で三小地区に正式に申入れをしたいと考えている。

岡部彌一郎委員：　羽黒第一小学区については、年内ということか、年度内ということか。

総務企画主幹：　方向性を決める懇談会については年内１２月まで、それを受けて年
明けに羽黒地域全体の検討委員会を開いて今後の進め方について検討
していく予定である。懇談会には事務局として教育委員会が同席して
いるし、羽黒地域の動きや状況については逐一報告している。
　　金野会長：　難しい問題ではあるが、検討を重ねてなるべく早くまとめてほしい。

　　　　　　　その他何か意見・質問はあるか。

山田 勝実委員：　提言書は１２月に提案されるわけだが、時間をかけて審議したということもあるので、ぜひ実現できるようにしてほしい。

６　閉　　会
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